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Aiming for Japanese language education as lifelong learning / education: 
The case of a Japanese language learning dropout in a French university 
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 In this paper, I analyze the significance of past learning and life experiences for a Japanese 
language learning dropout in a French national university. I found that the learner experiences 
a process whereby he positions the experience of learning Japanese within the whole course of 
his life. I argue that it is necessary to create a learning environment where learners can 













年間）においては，特に，1 年次から 2 年次の進級率が非常に低く，入学した学生の























“Perspectives in Lifelong Education”において，「個性を顕現するための教育」に関し，次
のように述べている。 
 















       一定の年齢で終了する，試験，卒業証書，その他の選抜形態からなる「加入儀






























 フランスの大学における日本語学習からの「離脱者」であるギヨム 1)（調査当時 30
代，男性）に対し，質問紙調査及びインタビューを行った。それらの調査により得ら










プトである。まず，質問紙調査 2)（2012 年 10 月 4 日実施）では，大学時代の学習（授
業）及び生活全般，大学で学んだことと現在の生活のつながり，在籍していた大学の
日本学科における教育に対する意見に関し，回答を収集した。次に，質問紙調査の結
果を手掛かりにしながら，インタビュー調査（2013 年 2 月 6 日実施）を行った。イン
タビューでは，大学時代の学習・生活経験の意味づけ，及び大学時代の学習・生活経






































第 2 位は「マンガ・アニメ・J-POP 等が好きだから」（81.6％）であり，第 4 位は「歴
史・文学等への関心」（77.3％）である。また，教育段階別の割合では，高等教育機関
（以下，大学）に在籍する学習者がその大半を占めている。さらに，西欧諸国の中で
もフランスは，全学習者数 76,132 名のうちの 25.4％（19,319 名）を占め，最も学習者






名であったフランスから日本への留学生が 2013 年には 793 名と倍増している（独立行
政法人日本学生支援機構 2013, 2004）。 






フランス教育省は，日本語教育をテーマに行われた 2008 年のセミナー（2010 年の報
告書“Le japonais au XXIe siècle : bilan et perspectives”）において，次のように進級率の
低さを指摘している。「学士課程における落第率の重要性を認識する必要がある。特に















4.2 調査協力者 4) 
 本研究の調査協力者は，過去にフランスの国立大学日本学科に在籍していたギヨム
（調査当時 30 代，男性）である。大学を中退後，現時点で 9 年が経過している。ギヨ
ムの学士課程以降の経歴は，次の表 1 のとおりである。 
 
表 1 ギヨムの経歴 
時期 期間 状況 
学士課程 
2003 年 歴史学科 学士号取得 
2003-2005 年 日本学科 2 年次前期終了時，退学 




2007-2008 年 留学（東京私立大学別科） 
2009-2010 年 就労（ワーキングホリデービザ） 
修士課程 2011-2012 年 政治学科 修士号取得 
調査協力時 2012-2013 年 無職，国家公務員（省庁）の試験受験準備中 
現在 2014 年 司書となる資格取得後，大学図書館勤務のため研修中 
 







































































   
  多くの問題に対して，一人で立ち向かうことや他者を助けることを学びました。
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し，以下の表 2 にまとめる。 
 
表 2 将来の自己像，現在の自己像，及び自己と他者の関係 
 将来の自己像 現在の自己像 自己と他者の関係 























































































































































































5 フランスの国立大学の学士課程は 3 年間であるが，複数の分野において学業を同時
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